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当院での肺癌の臨床病期と治療戦略

非小細胞肺癌に対する当科で行っている治療

肺癌の治療戦略は、病期、組織型、遺伝子変異、患者さんの状態など、様々な要因

を考慮して決定されます。当院では手術のみならず、切除不能症例や進行再発に
対しても薬物療法（化学療法、分子標的治療、免疫療法）を行っています。最近で

は、StageⅡB〜Ⅲと診断された切除可能症例に対して術前免疫療法も積極的に
行っています。

近年では、より良い標準治療の確立を目指して、臨床試験による研究段階の医療が

あります。当院では、より良い診断や治療法の開発を目指して多くの臨床研究
や治験を行い、患者さんに不利益にならないよう最善の診療を心がけています。

肺癌治療でお困りの患者さんがいましたら、是非お気軽にご紹介ください。
最後のページの患者専用相談メールアドレスをご覧ください
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遺伝子検査をもとに患者一人一人に合った

個別化医療を提供しています
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術前検査から術後再発の化学療法も当科で治療完遂しています

日本胸部外科学会九州地方会総会における最優秀賞受賞

・第58回日本胸部外科学会九州地方会総会が、2025年7月23日, 24日に開催されました。

・本学会では『JATS Case Presentation Awards』と題して、専門医取得前の専攻医による症例
報告のプレゼンテーションのコンテストが行われ、最優秀演題に選ばれると10月に開催される全国
学会でのプレゼンテーションのコンテストに進むこととなります。

・呼吸器分野からは28演題の発表があり、当施設から小林美苑先生が最優秀賞を受賞しました。

最優秀賞：小林美苑先生

症例 60代後半 男性
咳嗽が出現し、CTにて左上葉肺がんが疑われ、当科紹介
気管支鏡検査にて左上葉肺癌腺がんと診断され、胸腔鏡下左上葉切除術を施⾏

生存

胸腔鏡下左上葉切除術

胸膜播種・多発骨転移を認めた
→術後再発、遺伝子検査の結果をもとに
免疫化学療法を施行

免疫関連の劇症1型糖尿病を認め
→全身治療中止、ステロイド加療

左癌性胸水を認め、PDと評価
→2nd line DTX+RAMを施行

現行の治療で担癌生存中





当科外来表 2025年4月1日〜
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